
歴史で辿る中央大学歴史で辿る中央大学歴史で辿る中央大学
　今年125周年を迎える中央大学。125周年の歴史の中には、様々なエピソードが存在します。中央大学創
立125周年記念サイトでは、「歴史で辿る中央大学」として、本学の歴史にまつわるエピソードを紹介して
います。今まで知らなかった中央大学の新たな一面を発見してみてはいかがでしょうか？

　125周年記念サイトではこの他に、「わたしと中央大学」というコンテンツで、各界で活躍中の本学にゆ
かりのある方のエピソード紹介や皆さんからのエピソード投稿も受け付けています。ぜひ、皆さんのとっ
てきおきのエピソードを投稿してみてください。
詳細は、中央大学創立125周年記念サイトをご覧ください。

中央大学創立125周年記念サイト　http://chuo125.jp
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１遠き別れにたえかねて
この高楼（たかどの）に登るかな
悲しむなかれ我が友＊1 よ
旅の衣をととのえよ

戦地に赴く友に送る 惜別の歌
学生歌「惜別の歌」は、戦地に赴く学友を送る歌として唄われ、後も別れの歌として愛された。作曲者

藤江栄輔は回顧している。

入学した昭和19年暮から陸軍造幣廠に動員された。作業に明暮れる中、友人中本は隣で働く女学生から、
手書きの詩を受け取ったという。中本は戦争に対する自分の無力と「もうすぐ死ぬ」という力に支配される不
条理を語りながら、その詩を見せた。島崎藤村の詩＊１であった。
それは自分の中で旋律となった。間もなく仲間に召集令状がが届き、何もなかった我々は皆でこれを唄った。
やがて自分も中本もこの歌に送られ戦地に赴いた。そして、中本はついに帰ってこなかった。（要約）

＊１　島崎藤村の原詩は「友」ではなく「姉」であり、藤村が姉との別れを唄ったものである。藤江はこれを「友」に変

　　　えて「惜別の歌」とした。後にレコード化されるとき、藤江は藤村の子息を訪ねその諒承を得た。

ぎりぎりの状況の中、若者たちのやるせない思いが、戦時の闇の中で交錯する。そんな中で生まれた

歌である。

“

”

［ Campus ］  神田から多摩への軌跡 1944
“昭和19”

Time Machine Topics    ［サイパン陥落］
7月6日～7日サイパン守備軍玉砕。これにより日本はB29爆撃機の航程内に入り、11月からの本土戦略爆撃へとつながった。
この年、紀伊半島東を震源とする東南海地震が起きる。M7.9、死者998人。
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